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『キラリと光る励徳っ子』 文責 永田 功臣

充実‼～「○○の秋」全開！ ★はらから★ ～キラリと光るために～

今週は好天に恵まれ、様々な行事が実施されました。 「目を見る」ことは大事です。

1・2年生は見学旅行、3・4年生は祖父母参観(給食)、 あいさつもそうですが、目と目

5・6年生はミニミニ陸上記録会、そして芸術鑑賞と、 が合うことによって、気持ちが

秋を満喫する1週間となりました。 通じているという感じがします。

逆に、問いかけやあいさつをし

た時にそっぽを向かれると不安

目的地は天草のシードーナツ。宇土駅から三角駅ま な思いになります。

で電車で移動。ドキドキしながら自分で切符を買いま ぜひ、相手の目を見て、でき

した！ 目的地に着くと、イルカ れば笑顔で返事をしてください。

をはじめとする海の生き物とふれ 「キラリと光る返事」で、みん

あったり、近くの水辺で貝類を探 なを元気にしてください。

したりして、普段の生活とは違う

環境を楽しんでいました。

暑さ対策や感染症対策のために、みん

な朝から水筒を下げて登校しています。

先週、雨で中止となった陸上記録会。これまでの頑 ところで水筒の中の水やお茶は、入れたときの「冷

張りに対して、なんとか発表の場をという思いから実 たい」「温かい」がそのままで飲めますが、どうして

現した砥用小との２校合同の記録会。６年生にとって か考えたことがありますか。温度を変化させる原因は

は、来年度から一緒に中学校 「熱」という目に見えないエネルギーの移動によるも

生活を送る同級生との交流と のです。この「熱」は温度が高い方から低い方へ動く

なりましたが、お互いに適度 性質があります。水筒には、この「熱」の移動をなる

な緊張感の中で練習の成果を べく少なくする工夫がなされているのです。

発揮していました。 「熱」を伝わりにくくしたり、はね返したりと工夫

は様々ですが、その一つに「真空断熱」というしくみ
しんくうだんねつ

が使われています。容器を二重構造にして、間の空間

26日には劇団「天然木」によるミュージカルを鑑 を真空（伝えるものがない）状態にすることで保温を

賞しました。ミツバチを素材に、時には笑いを誘いな 可能にしています。この「真空断熱」のしくみは水筒

がら、その生態や人の生き方までも考えさせられるス やポットの他にいろいろなところで使われています。

トーリーでした。70分強の上演中、子どもたちは笑 水筒のしくみと合わせて、ちょっと調べてみましょう。

うところは笑い、役者さんたちの演技に引き込まれて

いました。お礼の言 今後の行事予定

葉では、「セリフや歌、 10/30日（月）１・２年芋掘り

踊りで感情を表現し 31日（火）３・４年見学旅行

ていてすごいと思っ 11/２日（木）校区探検ウォークラリー

た」など、演劇の魅 ６日（月）特別日課 12:35下校

力を実感した感想が １１日（土）県PTA連研究大会

述べられました。 １５日（水）特別日課 12:45下校

２１日（火）６年修学旅行（～２２日）

※来週も、「1・2年芋ほり」「3・4年見学旅行」「校 ２９日（水）特別日課 12:45下校

区探検ウォークラリー」と、盛りだくさんです！ ３０日（木）特別日課 14:50下校

ま とく れい こう かわいいどんぐりとハロウィン

芸術鑑賞会 ～ビー子は飛んでいった～

１・２年生見学旅行

２校合同ミニミニ陸上記録会

励徳通信でも

紹介しています。


